
2021/5/27・6/3 開催 箱根町第６次総合計画 後期計画策定にかかる ワークショップ意見とりまとめ 

持続可能なまちづくりのため「みんなでできること」 
当日はコロナ対策として、２日に分け全５チームでワークショップを行いました。持続可能なまちづくりのため「みんなでできること」の意見と、各チーム目

標を３つに絞った（☆）結果は以下の通りです。「目標 11 住み続けられるまちづくりを」が一番多い結果となりました。 

住み続けられる箱根町のまちづくりが、皆さんが大切にしたい視点となります。 

 

目標 みんなでできる・わたしができる・こうしてほしい 意見 

１ ・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・フードロスや様々な物を再利用する仕組みづくり 
・フェアトレード商品を買う 
・箱根町に住み、箱根町で働ける基盤を作る 

２ ・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・フードバンクを広めていく 
・こども食堂 
・給食無償化の実施 
・住民に笑顔を。フードバンクの活用 
・いつまでも美味しいものが食べられるように 
・配食サービスの活用 

３ 

★★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・住む人の健康の推進、検診をたくさんの人に受けてもらえるようにする 
・健康づくり参加 
・老人会のリーダー 
・困っていそうな方に声をかける 
・出来る限り歩いて行動する 
・観光業と福祉の連携、人材の共有化 
・食べ過ぎない 
・ランニングをする 
・家族のグチを聞く 
・仙石原のリハビリテーション病院をもっと拡充してほしい 
・お年寄りに必要な支援と方法 
・安心して出産でき子育てできる支援・環境 
・福祉資源の充実 
・自然の多い箱根でみんなでウォーキングして健康に 
・高齢者が幸せになれるように 

４ 

★★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・タブレットを利用した在宅教育 
・できる子よりもわかる子を増やす 
・他市町村の教育内容の情報提供 
・母子家庭に援助をしてください（金持ちだけが良い学校に行けるは変です） 
・習い事ができる人、所を増やす 
・小中一貫の教育。県立でも町立でも可。箱根らしい教育を。 
・英語検定受験の推進 
・安全・安心なまちづくりのために消防職員の教育を充実させる 
・箱根の自然を母子ともに知る 
・図書館を利用しやすく 
・箱根土曜塾の実施 
・オンライン学習の活用 
・箱根の歴史等箱根にちなんだ教育を子どもも大人も受けられる環境づくり 
・考える力の育成 
・社会教育の充実 
・個別支援の充実 
・子どもたちがやりたいことを出来るようにする 

５ 

★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・女性スタッフとも協力して仕事をします 
・相手に対する気づかいと思いやりの心を育てる 
・家事を分担して行う 
・子育て中の若い（中年でも）女性の相談相手になる。移住してきた方々コミュニ
ティの場を！ 

・箱根町に住んでいる外国人、働いている方々。話しかける。結構孤独な方が多い
ような気がする。 

・ＬＧＢＴについて勉強する 

６ 

★ 

・鹿を食肉に 
・広場（公園）等の清掃 
・箱根には貴重な生物（ハコネサンショウウオ）が住んでおり、水は大切な資源で
ある（汚れた水を捨てない） 

・湯本駅近くにトイレを作ってください 
・下水道の整備 
・ハイキングコースのトイレの充実 
・災害時に利用可能な地下水の開放 
・美味しい水がいつまでも飲める箱根町 

７ 

★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・地熱の利用促進 
・廃棄物の分別 
・公共の場所でごみを捨てない 
・物を買う際にはクリーンエネルギーの物を優先する 
・脱炭素に向けて様々なエネルギーの可能性を考える 
・温泉発電（廃水を使った） 
・渋滞解消のための道路整備（バス停の入れ込み湯本の右折レーン等） 
・再生可能エネルギーの利用促進 
・小規模水力発電の導入促進 

８ 

★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・移住者の情報を発信します 
・働きやすい環境づくり 
・観光情報の発信をします 
・観光業に携わる人材の育成をします 
・仕事情報の発信 
・観光産業以外の自然を生かした新たな産業づくり 
・一つひとつの小さな目標の達成を楽しむ 
・習い事ができる人、所を増やす 
・地元商品の積極的な購入 
・町内に住む人を雇用した場合の優遇 
・やりたいことを仕事にできますように 

９ ・５Ｇ×ＡＩ 
・ベンチャー企業や起業への積極的な投資 
・新しい時代の働き方に対応する 
・ロードプライシングを導入してほしい 
・町が活性化するよう企業進出してほしい 
・通信環境をよくしよう 
・寄木細工等の箱根特産産業を町民が体験できる基盤づくり 

目標 みんなでできる・わたしができる・こうしてほしい 意見 

10 ・５Ｇ×ＡＩ 
・町に住む人、外から来る人（観光客）がお互いに気持ちよく箱根を利用できるよ
うにしたい 

・スタッフとも協力します 
・多様性を受け入れる 
・システムの見直し。今と言えない 
・みんなが仲良くできる社会を 

11 

★★ 

★★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・地域コミュニティ（自治会）などへの参加 
・社会奉仕活動 
・防災のマイクの声が風邪によって聞きづらい。神明町前田八組の方です 
・塔ノ沢から大平台。上下道が狭いので広くしてほしい 
・箱根町民ならではの特典 
・地域の利便性の向上 
・災害に備える 
・通学バスの高齢者への利用 
・高齢になっても利用できる移動手段があるように（マッチングのような） 
・通学バスの時間の見直し 
・町営住宅から家賃補助へ（自由な場所に住めるように） 
・近くの公園に植樹をしましょう。実のなる木。楽しみを共有 
・大型車すれ違えないのでバスを小型に本数を増やす 
・町内で買えるものは町内で買う 
・大きなスーパーマーケットがほしい 
・湯本駅前の渋滞解消をしてほしい 
・交通費を安くして 
・町の歴史を学ぶ 
・医者・病院を呼び込む 
・医療の充実・確保 
・箱根で子育てしたいと思える教育環境を作り、移住者を増やす 
・男性育休取得数に応じた、企業への助成 
・子育て世代への支援（ファミサポ） 
・買い物がしやすくなるように 
・子ども達がこの町に住みたいと思うすばらしい箱根町にする 

12 ・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・よく考えてから物を買う 
・ゴミの資源化、再生可能エネルギー 
・町が一本くさりかけの樹を切ると 10万円。知り合い（仲間）に頼むと３万円。委
託事業を増やす 

・住んでいる人で小さなこと（修繕）は進んでやる。町に頼らない 
・使い捨てを減らす 
・ゴミをなくす 

13 

★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・常に色々な情報を取り入れる 
・消防団員の増員 
・バッテリーは環境に負担がかかるので電気自動車からガソリン車への逆シフト 
・エコバックを積極的に使う。 
・公共交通機関の積極的な利用 
・交通機関の使用を促す助成制度 
・交通の見直し 

14 ・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・海の豊かさを守るには山の整理をしてきれいにすることと聞いた。枯木を伐採し
下草を刈る 

・ジオパークで真鶴の魚を箱根で使う 

15 

★★ 

・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 
・草花を大切に守る 
・町の自然を知る 
・ゴミを出さないように生活する 
・ナラ枯れ対策をはじめとした森林を守り育てる 
・レジ袋の復活。不法投棄をやめさせるため 
・ナラ枯れ防除にもっと力を入れてほしい 
・山に登る 
・ごみのポイ捨てをやめさせたい 
・家の庭に花を植える 
・芦ノ湖の水をきれいに 
・自然保護の持続 
・源泉の保存 
・緑がきれいな箱根町を残す 
・エコバックの活用 

16 ・５Ｇ×ＡＩ 
・様々な人々との交流（外国人、障害者ほか） 
・けんかやいざこざが無くなりますように 

17 ・５Ｇ×ＡＩ 
・鹿を食肉に 

 

各チームが選んだ SDGs目標は以下の通りです。 

Ａチーム 
目標３ すべての人に健康と福祉を 
目標７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

目標８ 働きがいも経済成長も 

Ｂチーム 
目標４ 質の高い教育をみんなに 
目標11 住み続けられるまちづくりを 

目標13 気候変動に具体的な対策を 

Ｃチーム 

目標５ ジェンダー平等を実現しよう 

目標６ 安全な水とトイレを世界中に 
目標11 住み続けられるまちづくりを 

Ｄチーム 

目標３ すべての人に健康と福祉を 

目標11 住み続けられるまちづくりを 
目標15 陸の豊かさも守ろう 

Ｅチーム 
目標４ 質の高い教育をみんなに 
目標11 住み続けられるまちづくりを 
目標15 陸の豊かさも守ろう 

 


